
令和８年度 １学期 終業式 式辞      

 

皆さん、おはようございます。 今日は朝から気温が高く、体育館に集まることを避けて

各教室でオンラインによる終業式を行うことにしました。 

本日で令和８年度 1 学期が終わり、いよいよ明日から、皆さんが楽しみにしている夏休み

が始まります。皆さんは今日の日を、どのような気持ちで迎えていますか？ 

１学期の始業式で、私がどんな話をしたか、覚えている人は、どのぐらいいるでしょう？ 

「覚えている人？」と聞いてみてもいいのですが、あまりの少なさに悲しくなってもいけな

いので、やめておきます。でも、今日話したいことに関連もあるので、もう一度思い出して

もらいましょう。 

今からちょうど、９９日前、４月８日の始業式で、皆さんに、一つ言葉を紹介しました。それ

は中国古代の思想家、孟子という人の、「天の時は、地の利に如かず、地の利は人の和に如

かず。」という言葉です。 

物事を成功させるには、「天の時」すなわち「天の与えた幸運」が必要です。でも、「天の与

えた幸運」も、「地の利」すなわち、「地理的な好条件」にはかなわない。しかし、その「地の利」

も「人の和」すなわち「人々のチームワーク」には、かなわない。という言葉です。 

「天の時」「地の利」「人の和」すべてが揃っていたら、物事は容易く成功するかもしれませ

ん。でもすべてが揃っていなくても、「人の和」（＝周りの人たちとのチームワーク）がうまく

いっていれば、他の２つは乗り越えられるということです。そしてその「チームワーク」を作

り上げるのは、皆さん一人一人の、今日これからの心構えにかかっているのです。 

およそ１００日前の始業式で、皆さんにこんな話をしたと思います。２・３年生は、始業式に

出ていた人は、聞いてくれたと思いますが、１年生は、入学式では他の話をしたので、今、初

めて聞くかもしれません。 

どれだけの人が覚えてくれていたかわかりませんが、１学期を振り返ってみると、どの学

年も、どのクラスも、そしてもっというと、学年やクラスの枠を超えて、生徒会とか部活動と

しても、素晴らしいチームワークを作り上げてくれたと感じています。 

４月には、サッカー部の生徒が、素晴らしいチームワークで、地元のお年寄りの命を救って

くれました。５月のオープンハイスクールでは、特色類型の皆さんが、素晴らしいチームワー

クで県宝の学校生活の楽しさについて語り、参加した中学生や保護者に感動を与えてくれ

ました。 

６月の文化祭は改めて言うまでもないかもしれませんが、３年生の演劇、２年生の模擬店、

体験型展示、１年生の観覧型展示と、どれも、「人の和」が作り上げた素晴らしい作品だと感

じました。さらに言うと、文化祭を企画、運営してくれた生徒会役員のチームワークも素晴ら

しかったと思います。 



県総体での陸上競技部の活躍、これは個人競技ですから、一見一人の選手のがんばりの

成果であるように見えます。でも、勉強でもスポーツでも、一緒にがんばる仲間がいるから、

継続的に努力を続けられるものです。これから受験を迎える３年生も、１人でこっそり勉強

するのではなく、補習や自習室などを活用して、みんなで力を合わせて受験を乗り越えて行

くんだ、という気持ちを持ってがんばってほしいと思います。 

７月に入ってからは、硬式野球部が、お隣の宝塚西高校に５－１で勝った試合を見せても

らいました。１点先制されても、諦めずに暑い中で力投してきた３年生のエースが、足に痙攣

を起こして投げられなくなるというハプニングがありましたが、打線の援護と１年生投手の

好投で乗り切ってくれた試合でした。野球部のチームワークに感動を覚えました。 

一昨日は、阪急宝塚駅前の広場で、生徒会役員とダンス部による、交通安全キャンペーン

を見せてもらいました。日の当たる場所で最も暑い時間帯でしたが、ダンス部の力強いパフ

ォーマンスに、多くの人が足を止めて見入っていました。 

周りの仲間と協力して、何かを成し遂げる喜び、これは新型コロナの時には学校生活から

失われていました。でも、今、感染症の不安が遠ざかって、皆さんが再び手に入れることが

できる、学校生活の宝物です。１学期には、その宝物のような場面がとてもたくさん見られ

ました。２学期からも「人の和」を大切に、学校生活を送ってほしいと思います。 

夏休みは、しばらく学校に来ないという人もいるでしょう。一方で補習や部活動で毎日の

ように学校に来る人も大勢いると思います。それぞれに有意義な時間の使い方をして、日頃

できない経験をしてほしいと思います。しかし一方で、暑さ、熱中症、夜更かしなどの不規則

な生活、お酒や煙草、薬物、そして海や川などの水難事故、そして交通事故にも充分に注意し

て、４５日後の９月１日に、元気な顔で登校してほしいと思います。 

以上で、令和８年度 １学期 終業式の式辞といたします。 
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